
活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－１１１１

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

富雄地区自治連合会

実行委員会　委員１０名　顧問５名約４０万円　地区自治連合会及び奈良市交付金

フォーラム 「≪楓の風５≫１１．１７富雄の未来に」
活動の概要 富雄北小学校女児誘拐殺害事件を風化させない！鎮魂曲「レクイエム楓の風」作曲発表とフォーラム開催

①命の大切さを再確認、②子どもの見守り活動の継続（モチベーション維持）、③楓ちゃん事件を風化させない地域住民、保護者、学校教職員、行政関係（奈良市職員、市議会議員）、関係団体役員ほか３５０名

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

フォーラム（①シンポジウム、②鎮魂歌「レクイエム楓の風」演奏　等）案内チラシ、報道資料、フォーラムのパンフレット等準備期間 ７カ月　（２００９．６～２０１０．１）

富雄北小学校女児誘拐殺害事件発生から５年目を迎え、事件を風化させず更に意識を高め活動を推進することが、楓ちゃんに捧げるレクイエムである。参加者に感動を与え、初心に返り初心を共有することが今後の込めのエネルギーを生み出すことを期待し企画開催した。



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

開催基本計画決定 → ６月・基本事項決定・自治連合会定例会に報告・承認 → 主催地区自治連合会楓の風富雄委員会（新規組成） → 後援名義使用依頼書提出ー許諾・奈良市・市教育委員会 → タイトル「≪楓の風５≫11.17富雄の未来に」 → 日程平成22.1.23（土）午前中 → 会場西部会館市民ホール → 構成第1部　シンポジューム第2部　音楽演奏↓
②

「レクイエム楓の風」 → 7月「かえで」の詩に作曲し当日新曲発表を計画決定 → 作詞者山本氏に詩の使用許諾 → 作曲を篠原氏に依頼決定詩は朗読、筝・バイオリン合奏曲とすることに決定 → 朗読をＮＨＫ中村氏に依頼詩の朗読テープを作曲者に届ける → 12月作曲完成 → ２２年1月リハーサル →↓
③

「開催作業」工程表 → 作業項目（１）・運営計画・来賓・参加者・出演者・会場設営・広報・庶務 → 作業項目（２）・担当者・作業日程表（兼会議日程） → 徹底して工程作業計画を遵守 → → → →↓
④

実行委員会 → 作業工程表に従って開催 → 第１回・現状報告・開催要領・工程表・作業担当決定 → 第２回・当日運営要領・会場設営・来賓案内・来賓接待要領・パンフレット案・広報（地域、学校、保護者） → 第３回・パネリスト会議・参加者募集・会場設営関係・パンフレット完成 → 第４回・司会要領・全作業項目の進捗状況報告 → 第５回・全作業項目の最終確認 →
↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

対外広報 → プレスリリース内容作成 → 市広報広聴課に協力依頼 → 市政記者クラブにて発表報道各社出席 → 新聞報道・各紙前日22日朝刊翌日24日朝刊 → テレビ放送ＮＨＫ奈良テレビ放送 → →↓
⑥

シンポジューム → パネリスト・決定基準・事件当時の関係者 → シンポジューム・討議内容の原案決定 → パネリスト会議・討議内容・発言順序・持ち時間等 → コーデイネーター説明資料としてパワーポイント使用を決定 → 開催当日打合せ最終確認 → →↓
⑦

会場設営 → ７月１日・6か月前会場予約完了 → 設営計画・ステージ・観客席・ロビー展示・受付 → ステージ設営計画・開会式席・第１部設営・第２部設営 → 観客席配置計画・来賓席・出演者席 → ロビー展示計画 → 受付ほか →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等
①開催趣旨・理念を明確にするとともに、周知徹底に努めた。②リーダーの考え方や一旦決定した方針がぶれないこと。③リスクマネージメントを事前に徹底検討し万全の態勢をとること。思いつきの変更は許さない。④作業工程表の作業計画を全員が遵守し、遂行に遅延や乱れは許さない心構えが大切である。⑤行政をはじめ関係先の協力を得られるよう「報告・連絡・相談」を密にすること。

①参加者３５０余名　(会場定員３００名を超える）②市長をはじめ各界、行政、地域役員及び住民、教育関係者、保護者など、終了まで途中退席なし。①新聞各紙、ＮＨＫ，奈良テレビ放送など、開催前後に大々的に取り上げ報道、開催趣旨を正確に報道②新曲「レクイエム楓の風」の演奏には、多くの聴衆が涙を流す光景が見られた。

①開催計画　②開催作業工程表　③パンフレット　④富雄だより特集号　⑤プレスリリース　⑥フォーラム記録写真（６枚）　⑦フォーラム記録ＣＤ（３枚）



活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－２２２２

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

奈良市富雄地区自治連合会

ボランテイア登録人員　２６８名　（平成２１年４月現在）　保護者のボランテイアは登録せず。①　初期費用（ベスト他調達費）900千円　　　②　２１年度予算３００千円③　地区自治連合会支出金、奈良市地域活動推進交付金（自主防犯活動）

児童集団登下校見守り活動
活動の概要 ターミナル～学校間の通学路に於いて、ボランテイア＆保護者が付き添い・立哨方式により集団登下校児童の見守り活動を行います。

①　地域教育力の向上②　子ども達の成長（他への思いやりの心を育む、地域の人との交流）奈良市立富雄北小学校児童　（平成21年4月現在850名）

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

①　ターミナル（保護者が担当）と立哨ポイント（地域ボランテイアが担当）で、集団で登下校する児童の安全確認・確保・指導。②　下校は、時間が高学年と低学年に分かれており、下級生は付添い見守り下校となる。ボランテイア用ベスト（３００着）　保護者用名札　教職員用腕章　児童が持つ集団毎のターミナル旗立哨ポイントを通過する児童の見守り時間は概ね１０分に設計、自宅から見守り場所（ターミナルまたは立哨ポイント）への往復時間等を加えると３０分前後

①　子どもの安全確保と保護者の信頼に応える制度設計②　全ての保護者が子どもの安全確保は困難な時代であり、地域が子どもを守り保護者の子育て支援が必要、また少子化対策でもある。③　学校教職員に郊外の安全確保は地域に任せ、児童の教育に専念することを期待した。④　活動によりふれあいを深め地域コミュニティを再生を図る。



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

　基本計画 → （基本方針決定）　　　　　　通学路で子供を一人にしない付添ターミナル方式 → （４基本理念）子どもの安全地域子育て支援教職員支援地域再生 → → → → →↓
②

　実施計画 → （実施主体）自治連合会（実施責任者）自治会長 → 実施計画策定マニュアル策定ボランティア用保護者用児童用 → 16.11.28自治連合会・自治会長会議で　　　　実施決定 → 自治会長が各自治会で説明 → 教職員・保護者へは、学校長・ＰＴＡ会長より説明 → →↓
③

　ボランテイアの確保 → ボランティア２５０名の確保自治会長に指示 → ボランティア一般住民中心で募集 → その後保護者も参加 → → → →↓
④

組織 → （統括）自治連合会 → （実施所管）子ども安全対策協議会 → （下部組織）学校・地域安全会議 → （協力組織）集団登下校推進保護者会 → → →↓
⑤

実施状況 → 制度実施後５年間、事故なし → １８年１０月より付添・立哨併用方式導入 → → → → →

→活動の留意点、資料など＜１＞



↓
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

　※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等

①　地域のリーダーは、地域住民に活動の目的、理念を明確に伝えること、そして方針がぶれないこと。②　制度疲労に対する改善策を保持③　ボランテイア確保を常時意識④　役員の率先垂範⑤　地域諸団体の連携

現代子ども研究会アンケート調査結果より（２００８．１２実施）「保護者対象分」①　安心感（90.5％）、子供同士の交流（87.9％）、犯罪の抑止効果（78.3％）、地域の協力に感謝（87.9％）地域との交流評価（69.5％）が高い。②　子供が自身が身を守る能力をつけたほうがよい（81％）、学校生活をゆとりのないものに（39.4％）、寄り道ができない（35.2％）③　集団登下校は必要（66.9％）　どちらとも言えない（22.8％）④　登下校体制について　現状で良い：登校（71.5％）、下校（60.7％）　　少し改善が必要：登校（21.5％）　下校（31.4％）児童の手紙、文集に見る子どもの成長　「他を気遣い思いやる心の成長」　「安全と我慢」

①　集団登校風景　（開始当時＆現在）②　システムのイラスト③　集団登下校・実施要領＆資料④　集団登下校マニュアル（引率者用、保護者用、児童用）⑤　ボランテイア募集広報（富雄だより）



活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－３３３３

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

①　参加者が一体となって、子どもに対し危険個所の確認と回避訓練、安全マップの作成②　子どもが自身で点検ノートに、危険個所、気づいたり感じたことを記入点検ノート、住宅地図、カメラ、筆記具２～３時間

①　子どもの通学路及び公園等の安全確保。②　同時に自主防災対策として、災害時の被災予測と対策、地域環境点検による改善対策を推進します。③　活動を通じてふれあいを深め、地域コミュニティの再生を進めます。①　子どもの「危険予測能力と回避能力」の向上②　作業過程の教導による「地域教育力」の向上幼稚園児、小学生、その保護者

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

富雄地区子ども安全対策協議会

①　自治会役員30名、民生児童委員20名、ボランティア15名②　企画立案・実施計画・学校に於ける炊き出しなど予算５０千円　　自治連合会支出

地域安全＆地域防災マップづくり
活動の概要

①　親子で参加します。②　自治会単位で参加者が、通学路及び周辺道路、空地・空家などを点検します。③　参加者は、保護者とその子供、自治会長、民生児童委員、地区福祉委員、地域安全推進委員、ボランテイア、学校教職員などです。



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

活動計画 → 子ども安全対策協議会で計画策定 → 実施計画策定点検ルート点検項目作業内容地図作成要領 → →↓
②

事前作業 → 　（広報活動）チラシ４００枚自治会回覧ポスター30枚掲出 → 　（材料等購入）地図点検ノート筆記具参加賞 → （事前研修）子どもと参加者への事前研修と打ち合わせ → （終了後炊出し）前日準備ぜんざい材料鍋、ガスコンロほか → → →↓
③

参加者 → 学校を通じて開催告知と保護者に参加申込案内 親子参加申込書を学校で回収 学校の回収申込書により、自治会長が参加者を取りまとめ → → → →↓
④

実施 → 自治会のスターと地点（集団登下校ターミナル５１か所を活用）に集合・点検注意事項伝達 → 自治会長をリーダーとし、設定ルート点検危険個所チェック写真撮影 → ゴールの学校に到着後、自治会毎に1枚の地図に仕上げ → 危険個所の整備など行政要望を取り纏め → 完成地図を学校で掲示し安全教育に活用 → 反省会自治会より問題点提出↓
⑤

→活動の留意点、資料など＜１＞



■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等①　小宮信夫著「犯罪はこの場所で起こる」「地域安全マップ作成マニュアル」②　奈良市安全マップ講習会
①　点検グループは、集団登下校のターミナルごとのグループを活用した。②　参加者に事前学習が効果を高める。（かくれんぼの場所が結果として危険個所など「危険な場所」の概念を統一して認識させるなど）

①　子供と地域住民の安全意識の向上②　子ども自身が、自分たちは地域で守られている、と言う意識が醸成されつつある。①　通学路及び自治会内の環境改善・・・改善個所を市役所に提出し改善実現②　継続実施により地図の定期的更新



活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－４４４４

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦  
⑧

⑨

⑩

　富雄地区子ども安全対策協議会

Ａ フエステイバル　　自治会役員、民生児童委員、PTA、ボランテイアＢ バケツ稲作り　　　食育推進委員１０名Ａ フエステイバル　予算１０～２０万円　自治連合会支出Ｂ バケツ稲作り　　　約５万円　自治連合会

“命を守る”富雄食育推進事業Ａ「食育フェスティバル」Ｂ「バケツ稲作り」
活動の概要

①　「食を通して明日を担う子供たちの健全な心と体を育んでいこう！」をテーマに、体験型イベント、学習会、講演会を開催。②　３カ年計画（１９～２１年度）
食事の時間を大切にする。全ての生き物、作ってくれる人への感謝の気持ちを育む。幼稚園児、小学生とその保護者

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

Ａ 「フエステイバル」　会場・富雄北幼稚園、屋外、屋内の両方に、テーマ別のブースを設置し、体験、講習、展示B 「バケツ稲作り」　　各家庭で、バケツで稲の籾蒔き～定植（田植え）～収穫～脱穀から精米まで　－－－児童の観察記録Ａ フエステイバル　　食材、調理器具、パソコンＢ バケツ稲作り　　　バケツ、用土（農家から提供を受ける）、種籾（JAより無料提供）Ａ フエステイバ　　　５～６時間Ｂ バケツ稲作り　　 生育期間約５カ月

①　楓ちゃんの命を失った地域として「命の大切さ」を、地域活動の柱としている。②　安全で安心な街であり続けるために、「命を大切にする人」になろう、「命を大切にする子供」を育てよう。



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

Ａ【食育フエステイバル】　計画等 → （構成）元PTA役員を中心に１０名 → （活動計画策定）①３カ年計画　　　②単年度計画 → 年次テーマ決定本年度計画策定 → 会場決定予算の作成 → → →↓
②

【食育フエステイバル】広報 自治会回覧ポスターを自治会掲示板に掲出 → 学校・幼稚園より保護者へ連絡
↓

③

【食育フエステイバル】参加者 小学校を通じて、保護者に募集 当日参加申込 → → → → →↓
④

【食育フエステイバル】　　　　　　　作業 （事前準備作業）展示物作成ブース毎の材料道具手配 （前日準備作業）会場設営ブース設営展示物の配置道具・材料の搬入 → （当日作業）受付後片付け → → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

【食育フエステイバル】　　　　　　　芋煮会 計画策定６００人分作業分担材料手配炊出し用具手配 材料里芋４０ｋｇ牛肉１１ｋｇ調味料その他 当日炊き出し → → →↓
⑥

【食育フエステイバル】　　　　　　　反省会 → 問題点の報告会議開催・まとめ → → →↓
⑦

Ｂ【バケツ稲作り】親子参加型事業 （参加者申込）ＰＴＡ、」学校より保護者に参加呼びかけ申込受付・参加人員（組）確認
（材料等手配）バケツ（実行委員会手配用土（農家提供）　　　　　稲籾（ＪＡ無料入手）

（指導）資料（ＪＡ作成）により説明 各家庭で育成・収穫手順はＪＡ資料 （収穫祭）参加者に記念品（古代米詰合せ） → →↓
⑧ → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等
①　刃物や道具の正しい使い方を教える（悪用してはいけないことも併せ教える）②　昔家庭で当り前だったことを体験させる

参加者の増加　２００７年　６５０名　　２００８年７００名
①　学校より「給食食べ残しの減少傾向」報告②　「空き缶でご飯を炊こう」を同時開催、自主防災対策効果

①　梅田の「お米ギャラり」の資料②　坂本広子著「台所育児」



活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－５５５５

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい 子どもが自ら危険を予測し、適切な対応ができる力を具体的事例を通じて身につける。
活動で上げることが

できる力・能力

シナリオ、原画の製作 紙芝居の上演　クラス巡回木枠材料、ポスターカラー、画用紙、布、防水スプレーなど 紙芝居一式　人形、ペープサート
幼稚園児、小学生

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等） 約３ヶ月 １回　約２０分約２０人 １回　６人程度

富雄北小学校ＰＴＡ子ども見守り隊

製作費用　約 30,000円

ＰＴＡが紙芝居で安全教育
活動の概要

ＰＴＡ有志で子ども見守り隊を組織し、①危機回避編　②集団登下校を楽しくするために編　のオリジナル紙芝居を立案・製作。幼稚園と小学校の安全教育授業に参加
身の回りに潜む危険に対する予知能力と回避能力



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

企画立案 → 保護者で安全に対する教材製作を立案 → 形式・形態の検討 → 紙芝居に決定 → 有志を集めるために、委員会組成を決定 → → →↓
②

委員会結成 → 名称決定 → → → → → →↓
③

メンバー募集 → チラシ作成配布 → ＰＴＡ代表委員会でＰＲ → メンバー集結 → → → →↓
④

活動スタート紙芝居内容検討 → 具体的事例の検討 → 場面の取捨選択 → 場面決定 → → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

シナリオ作成 → ストーリー登場人物を考える → 枚数（ページ数）決定 → シナリオ作成 → 印刷＝完成 → → →↓
⑥

原画作成 → シナリオを見てページ割り振り → 下絵 → 着色 → 防水スプレー → 裏面に読むシナリオの頁を貼る → →↓
⑦

紙芝居木枠作成 → 元校長に依頼 → → → → → →↓
⑧

上演 → 練習 → 対象クラス、時間など学校と打ち合わせ → 担当クラスで上演 → → → →↓
⑨

反省会 → 子どもからの感想文を纏める → シナリオ手直し → 練習 → → → →



↓
⑩ → → → → → → →変更により
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等①写真２枚（紙芝居製作の様子、安全教育の模様）
１．子どもにとって身近な事例を取り上げること。（集団登校編では、その後システム変更に応じ、ストーリーを手直し）　平易な言葉を使うこと。２．製作に当たっては、絵の得意な人、文章の得意な人に分担３．幼稚園や小学校で教員をしていた保護者に参加してもらえば上演がスムーズ。

１．上演クラスの増加　　２．年度が変わっても授業への参加が継続されていること　　３．委員会メンバーの増加
集団登下校編では、集団登校時のマナーが向上　（児童、教師の感想文）


